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アキザキヤツシロラン (�����������������������������) は照葉樹林や竹薮内の一年生下草である (前川,

1971)｡ 生態系におけるその存在や働きは林業的には大き

な意義はないであろう｡ この植物はラン科に属するので内

生菌根をつくる｡ しかし, これらの菌根についてはあまり

研究されていない｡

1968年頃まで, アキザキヤツシロランは割合珍しい野生

ランとして知られていた｡ しかし, 同年, 京都市近郊のマ

ダケ林で大量に発見され (濱田�1970), 続いて周りを調
べたところ, かなりの数のモウソウチク林やその他の竹林

に発見された｡ さらに同じ結果が他の府県からも得られた｡

やや珍しい種類として知られていたランが, 秋に竹藪に行

けば容易に見つけられるようになった訳である｡

澤 (1980) はアキザキヤツシロランの近縁新種として,

クロヤツシロラン (Ｇ����������������) を報告した｡ こ
のランはそれまでのアキザキヤツシロランとほぼ同じ時期,
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同じ場所に生え, 形も似ている｡ 筆者のこの論文の研究材

料は, すべて澤 (1980) の発表以前に採集されたものであ

る｡ それらにアキザキヤツシロラン (現名) とクロヤツシ

ロランとが混ざりあっていた可能性が高い｡ 本稿で述べる

アキザキヤツシロランとは1980年までの知見によるアキザ

キヤツシロランである｡ もし, 現在のアキザキヤツシロラ

ンとクロヤツシロランの性質, 特にそれらの生理・生態が

違っているのならば本稿の内容は全面的に改めなければな

らない｡ しかし, 筆者は両種の生態については今までのと

ころ大差はないと考える｡ 従って, ここでは, アキザキヤ

ツシロランとクロヤツシロランを同じ種とみなし取り扱う

こととする｡ � �����������
この調査は1968年から始まり2002年ごろまで続けた｡ 特

に開花前 (具体的には毎年10月初め) から果柄が枯れる12

月末までに重点を置いて, 地下の塊茎及び根の発達状況,

菌根の形成状況, その形, 菌根のまわりの糸状菌の有無,

状態等を調べた｡

調査地は京都市, 宇治市, 高知県, 熊本県, 宮崎県及び

鹿児島県内のマダケ林, モウソウチク林, これらの混ざっ

た林が主なものであった｡ それぞれの調査地は１��以下の
民有林が多かった｡ アキザキヤツシロランのよく見られた

のは手入れ不良の林であった｡ このランは林内の腐った竹

の幹上やその近くの腐植の上に生えていることが多かった｡������������������
菌根がどのように形成され, 菌根菌がどのように広がっ

てゆくか等を顕微鏡用切片によって調べた｡���������������
菌根の皮層細胞内に見られるコイル状の菌糸から伸び始

めクランプ結合 (���������������) をもつ菌糸を寒天培
地 (���培地, ������氏液寒天培地等) に移し培養してそ
の性質, たとえば伸び具合, 菌糸層の色, 根状菌糸束形成

の有無などを調べた｡ 菌根菌の分離, 培養法はすべて���������������(1967) の方法によった｡� ����������������
このランが地上に現れる時期は初秋であった｡ しかし,

それ迄に根が10��以上伸び, すでに菌根が出来ているこ

ともあった｡ このランの地上に現れる時期や場所を予測す

ることは難しかった｡ 果朔が地上に現われ, 初めてその存

在がわかるという例が多かった｡�����������
普通, このランの地上部は秋の終わりまでに枯れ, 果朔

だけは初冬まで残る｡ 地下部の塊茎は小動物に食われたり,

腐ったりするが無傷で越冬するものもある｡

霧島神宮の後背林である照葉樹林における調査によれば,

条件の良い場所 (南向きの全長10�程度の緩斜面) におい
ては, ある年の12月から翌年３月までの間, いずれの月に

おいても, 伸びる能力をもったコイル状の菌糸を持つ菌根

を確認することができた｡ したがって条件さえよければ,

菌根は冬を越しその中の菌根菌も生存し続けると言える｡���������������
経験的にアキザキヤツシロランには豊作の年と不作の年

があることがわかっていた｡ 2003年以降数年間, 京都府城

陽市 ｢中の芝｣ にあるモウソウチク林内のアキザキヤツシ

ロラン生育地において定期的 (月１回) に, このランの発

生および生育状態, 地下部の形などを調べ, その年の気象

特に降水量との関係を求めた｡

その結果, 春から秋までの間, 比較的雨が多かった年に

はアキザキヤツシロランの発生が多く, 菌根の形成も活発

であった｡ このランに根の発育がなく菌根が形成されない

場合でも開花, 結実は見られた｡ しかし, そのような条件

では一般に生育は不良であった｡ 春から秋までのどの時期

のどの程度の雨がアキザキヤツシロラン自体及びその菌根

菌の発生に関係するかは分からなかった｡��������������
アキザキヤツシロランの菌根菌は普通, 野外の土壌や落

葉層中で腐生菌として生活し, 主に菌糸および根状菌糸束

としてひろがると考えられる｡ しかし, アキザキヤツシロ

ランに侵入する場合は, 根状菌糸束として根の表面にとり

ついていた (例： 図Ｂ◯��)｡ とりつかれた根は最初, 変
色し少し膨れていた (例：図Ｂ◯����)｡
アキザキヤツシロランと菌根菌との共生上, 菌が侵入す

る上で根状菌糸束は重要な働きをすると考えられる｡ 根状

菌糸束からのびた菌糸は表皮細胞, ついでその下の皮層の

細胞に侵入していた (例：図Ｃ◯��, Ｄ◯����)｡ この場合, 侵
入するのは表面から数えて２～３層の皮層細胞に限られて

いた (例：図Ｃ◯�ｂ)｡ それ以上内部に侵入しようとすると,
いわゆる吐出消化 (���������) によって菌は根の細胞に
吸収され死んでしまう｡
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本研究では吐出消化の現場 (侵入した菌糸が膨れて破裂

する) を観察することは出来なかったが, ������(1911)��������(1932)���������(1963)等が図示した消化後のらせ
ん状の菌糸を確認することができた (例：Ｉ◯)｡

菌根菌の侵入した細胞より内側の細胞から中心柱までの

何層かの皮層細胞 (アキザキヤツシロランの場合は普通１

～２層) は肥大していた (例：図Ｃ◯�ｂ, Ｄ◯���｡�����������������
分離・培養した菌の寒天培地上での生育は一般的に良く,

アキザキヤツシロランの菌根 ���

図Ａ◯：珊瑚状の菌根, 図Ｂ◯：ネックレス状の菌根
図の縮尺 Ａ◯～Ｂ◯：１��

Ｂ

Ａ



寺下 隆喜代���

図Ｃ◯：アキザキヤツシロランの根の断面�は菌根菌の侵入した皮層細胞, �は肥大した皮層細胞
図Ｄ◯：菌根菌が根状菌糸束から侵入する経過�は根状菌糸束, �(矢印)は表皮細胞から皮層細胞に侵入しようとする菌根菌の菌糸(厚膜になる), ｂは菌根菌の侵入した

皮層細胞, ｃは肥大した皮層細胞
図Ｅ◯：皮層細胞から別の皮層細胞に延びる菌根菌の菌糸(厚膜になる)
図Ｆ◯：菌根菌の根状菌糸束から表皮細胞に侵入する菌根菌の菌糸
図Ｇ◯：皮層細胞から取り出した菌根菌の菌糸の伸び方
図Ｈ◯：寒天培養基に延びた菌根菌菌糸中にみられるクランプ結合
図Ｉ◯：吐出消化によって死んでゆく菌根菌の菌糸(写真の上半分)

図の縮尺
Ｃ◯�100�ｍ
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Ｆ◯�25�ｍ
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Ｉ◯�25�ｍ
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たとえば25℃前後では���培地上,２～３週間で内径９��
のペトリ皿に一杯に広がった｡ 菌叢の表面は絨毯状ないし

皮状であった｡ 撚糸状で淡黄色の気中菌糸や褐色で細い針

金状の根状菌糸束がみられる場合もあった｡ 菌叢全体の色

は白ないし淡黄色から淡褐色ないし濃褐色までであること

が多かった (例：図Ｊ◯～Ｌ◯Ｍ◯, Ｃ◯)｡� �
マツ類の菌根は新しい根のまわりに珊瑚状にできている

場合や, 小さいこぶになって根の所々にできている場合が

観察される｡ このような違いは次のような経過によってお

こると推察された｡ すなわち, 根が伸び始めたとき, 周り

に活発な菌根菌があるとその菌はただちに根に侵入する｡

根は反応して細胞の増殖や肥大をおこす｡ すると菌根菌は

その新しい根の細胞に侵入, 増殖する｡ 根の細胞がまた反

応して増殖や肥大をおこす｡ 根が伸び始めたとき, 以上の

ような現象が次々に起これば, 珊瑚状の菌根ができる｡

ある程度根が伸び菌根菌に遭遇し, 小さい菌根ができた

後, 菌根菌の活動が弱まれば根はまた伸び始める｡ しばら

くしてまた菌根菌が侵入すれば菌根ができる｡ このような

場合は所々に小さい菌根が形成される (ネックレス状菌根)｡

根の細胞と菌根菌のこのような関係の連続や繰り返しによっ

ていくつかの形の菌根ができるのであろう｡

マツ類の菌根は外生菌根でありアキザキヤツシロランの

それは内生菌根であるが, ともに新しい根に形成される｡

この共通点によって, アキザキヤツシロランとマツ類で外

見上似た菌根ができるのであろう(例：図Ａ◯～Ｂ◯)｡ 本稿の

最初の大きな目的の一つはアキザキヤツシロランの菌根菌

の菌類分類学上の所属を明らかにすることであった｡ その

ため, 異なる季節にアキザキヤツシロランと同時に周辺の

地上に現れたキノコ (特に茶色の笠や柄を持つ種類) から

菌糸の分離・培養をおこなった｡ しかし, それらの分離菌

の中には, 筆者が分離・培養した菌根菌と同じと認められ

るものはなかった｡

アキザキヤツシロランの菌根 ���
図Ｊ◯～Ｌ◯：���培地に広がった菌根菌と考えられる３系統の菌叢

図の縮尺 Ｊ◯～Ｌ◯：２��
Ｊ Ｋ Ｌ

図Ｍ◯：菌根菌と認められる１種の担子菌の根状菌糸束(人
工培養し, 木片上に形成させたもの)
図の縮尺：３��

図Ｎ◯：Ｍ◯の場合と別の菌根菌の根状菌糸束からのびてきた
新しい菌糸 (表面殺菌した短い根状菌糸束を寒天培
地上で育てた結果)
図の縮尺：0�2��
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１. アキザキヤツシロラン (1980年以前の分類体系による)

の菌根は根に作られる (図Ａ◯～Ｂ◯)｡

２. 菌根を含む根全体は珊瑚状ないしネックレス状になる

(同上)｡

３. 菌根は春から秋までに雨が多いとよく形成されと考え

られる｡

４. 菌根菌 (菌根形成にかかわる糸状菌＝かび) はこのラ

ンの表面に自身の根状菌糸束 (リゾモルファ) を接触さ

せ, そこから菌糸を伸ばし表皮細胞, ついで皮層細胞に

侵入する (図Ｃ◯～Ｄ◯)｡

５. 菌は 皮層細胞の根の表面から数えて１～２列目に広

がった後, より内部に侵入しようとしてもランによって

消化され死んでしまう (吐出消化, 図Ｉ◯)｡

６. 寒天培地上に分離・培養した菌糸にはすべてクランプ

結合が認められる (図Ｈ◯)｡

７. 分離・培養された菌の菌叢の色は白色から褐色のもの

が多い｡ それらの菌の中には培地上で根状菌糸束をつく

るものもある (図Ｊ◯～Ｌ◯)｡� � � �
筆者の鹿児島大学農学部林学科在職中, 演習林の教職員

の皆様から多くの御支援, ご協力をいただいた｡ ここに厚

くお礼申し上げる｡ 特に, 本稿の作成, 発表については

(前) 演習林長 馬田英隆教授から御親切な教示, 示唆等

を賜った｡ 同教授に対しても深く感謝する｡ また, 植物と

糸状菌との共生について長年, 教えを賜った京都大学農学

部, (故) 濱田 稔博士, 同じく鹿児島大学農学部, (故)

田島 良男博士に対して心からのお礼を捧げる｡� � � ��������� (1932) ����������������������������������������������166�176�����������(1963) ���������������������������������������������������������������������(������) 2�74�81�
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